
  高齢者相談の強い味方 

高
齢
化
社
会
に
向
き
合
う 

1．健康寿命を意識した生活習慣取り組み 

2．近隣住民のコミュニケーション 

＊状況により、地域包括支援センター、 

  市役所の福祉課などに相談 

狭山市役所 電話 04-2953-1111 

 高齢者支援課 （内線 1571） 

65 歳以上の方に関する地域相談窓口 

入間川・入間川東地域包括支援センター 

電話：04-2955-1114 ＦＡＸ：04-2955-1119 

富士見・狭山台地区地域包括支援センター 

電話：04-2969-0080 ＦＡＸ：04-2969-0081 

入曽・水野地域包括支援センター 

電話：04-2950-5300 ＦＡＸ：04-2950-5301 

堀兼・奥富・新狭山地域包括支援センター 

電話：04-2933-7117 ＦＡＸ：04-2933-7118 

柏原・水富地域包括支援センター 

電話：04-2933-6888 ＦＡＸ：04-2900-3663 

関係機関 

狭山市社会福祉協議会 

電話：04-2954-0294 

狭山警察署 

電話：04-2953-0110（緊急時 110 番） 

埼玉西部消防組合 

電話：04-2924-0119（緊急時 119 番） 

・仲間をつくりたい 

・何かを学びたい 

・何かを習いたい 

・趣味を増やしたい…など 

 

 

◎ 生涯学習情報コーナー 

狭山市内の公民館・集会所・体育館等に

登録している約１５００サークル（団体）

を紹介します。 

 

◎ 元気アップ教室「ちゃきちゃき倶楽部」 

いつまでも元気な体を維持できるよう

に、運動・食事の指導をします。 

 

◎ サピオ稲荷山 

ふれあい健康センター 

 

◎ サンパーク奥富 

市民健康文化センター 

制作：さやま市民大学地域ジャーナリスト養成講座 

「桃源郷班」髙橋 茂夫 鵜沢 佳子 白倉 節子 

綱島 佐智子 牧野 寿代 吉川 浩彦 

指導：澤野 久美子 

人生を楽しく過ごすために！！ 



 

富士見・狭山台地区の包括支援センターに狭山

市の実状をお聞きしました。 

◯ センターの職務 

現在介護などの需要要請の吸い上げは、民生委

員と共に支援要請の情報の収集と医療機関から

の要請によっていますが、見落としもあります。

孤独死は、センターの設置後減少しています。今

後は在宅での支援に移行。29 年からは市とし

て、健康生活維持の支援に重きを置いていく方

針。今住んでいる場所に、心地よくできるだけ長

く住み続けられるかが、センターの行動目標であ

り、特定予防治療の支援（自助努力で自立できる

高齢者の養成）を重点的に支援していく方向に。 

◯ 健康講座の実施 

若い時期からよい生活習慣を身につけ、老いて

から先の健康生活を維持してもらう。そのため多

くの健康講座を開催しています。 

◯ いきいき健康生活を送るために 

 高齢になると身体的な老化現象とともに、知能

や精神面の老化も起こってきます。老化を少しで

も遅くすることはできます。 

早い時期から健康な生活習慣を身につけ、老化を

遅くすることによりできるだけ長い期間を健康

で自立した生活を送れるようにするためには自

助努力が必要になります。 

◯ 近隣住民とのかかわり 

近隣住民の方々とは普段から挨拶を交わした

り、自治会などの行事に参加したりしてコミュニ

ケーションを図りましょう。これは、困ったとき

の支援の相談にも繋がります。 

そして近隣住民の方々もご近所の高齢者が、い

つもと違うと感じたら声掛けをしたり、市役所に

連絡しましょう。緊急のときは、最寄りの交番や

警察署、消防署に通報しましょう。 

◯ 地域デビューをしましょう！ 

「今さら」と思わず、勇気をもって、一歩、踏

み出してみてください。誰もが温かく迎えてくれ

るはずです。みんな「お互いさま」ですから。 

高齢者への暮らしの提案 

安心して暮らせる住みよい狭山市を目指すた

めには、生活の困り事の中でも、高齢者の抱えて

いる問題を避けては考えられない現状です。 

そこで、「狭山市のご近所の困り事」の中でも、

一番身近に感じられる高齢化社会に向き合って、

対処法などを提起したいと思います。 

総務省発表の推計人口によると、日本の 65 歳以

上の高齢者が、総人口の23％、さらに後期高齢

者といわれる 75 歳以上は、11％に達したそう

です。狭山市でも人口の 30％以上が高齢者で

す。65 歳以上で 25,400 人、75 歳以上は

17,000 人います。（取材/富士見・狭山台地域包

括支援センター長 2015.8.24） 

地域の現況は 「狭山市のご近所の困り事」って 

 

高齢者問題

ゴミの出し方が

わからない

空き家増加

一人暮らしからの

ひきこもり

社会的な孤立

最近開催した講座の案内チラシ 

○ 地域でのつながり促進 

各地にコミュニティ等開設を支援、顔の見え

る近所づきあいを進めています。 


